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行
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と
今
後
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高
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」
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全
国
修
学
旅
行
研
究
大
会
の
様
子

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
完
全
に
終
息
し

た
と
は
言
え
な
い
が
、
５
月
８
日
か
ら
「
５
類
感
染

症
」
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
学
校
の
修
学

旅
行
は
中
止
す
る
学
校
が
ほ
と
ん
ど
な
く
全
国
で
計

画
通
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
っ
て
、
修
学
旅
行
を
支
え
て
い
る
観
光
業

界
は
今
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
前
半
で
は

全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会
の
石
原
輝
紀
・
調
査
研
究

部
長
に
観
光
業
界
で
の
修
学
旅
行
の
課
題
と
今
後
な

す
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
い
た
。
後
半
は
、
同

協
会
が
実
施
し
た
２
０
２
１
年
度
の
修
学
旅
行
の
状

況
調
査
を
紹
介
す
る
。

ＪＲ東京駅から修学旅行へ向かう中学校の出発式

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
完
全
収
束
と
は
い

か
な
い
ま
で
も
一
定
の
落
ち

着
き
を
み
せ
、

年
度
は
全

国
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
修
学

旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
、
こ
れ
か

ら
の
修
学
旅
行
実
施
に
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
残
し
て
い

る
。
中
で
も
現
在
抱
え
る
大

き
な
課
題
２
点
に
つ
い
て
考

え
る
。


年
、

年
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
旅
行
需
要
は
落
ち
込

み
、
レ
ジ
ャ
ー
業
界
は
甚
大

な
影
響
を
受
け
た
。
宿
泊
、

観
光
、
飲
食
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
旅
行
に
関
わ
る
業
種
の
ほ

と
ん
ど
が
そ
の
あ
お
り
を
受

け
、そ
し
て
そ
れ
は
、倒
産
、

縮
小
、
撤
退
と
進
み
、
人
員

整
理
、
離
職
と
い
う
人
材
流

出
と
な
っ
た
。

あ
る
転
職
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
社
数
は
、
各
種
業
界
全
体

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
１
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
の
時
期（

年
４
月
）

で
一
時
下
落
し
た
も
の
の
、


年
８
月
以
降
あ
る
程
度
安

定
し
た
が
、
レ
ジ
ャ
ー
業
界

に
つ
い
て
は
、

年
１
月
を

ピ
ー
ク
に
一
気
に
落
ち
込

み
、
そ
の
後
も
、
そ
の
状
況

は
続
い
た
。
宿
泊
、
飲
食
、

サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
が
賃
金

の
下
落
に
伴
い
転
職
や
就
職

を
希
望
す
る
も
、
同
業
界
内

に
求
人
も
な
く
、
他
業
界
に

転
職
し
た
た
め
、
現
在
、
レ

ジ
ャ
ー
業
界
は
深
刻
な
人
手

不
足
に
陥
っ
て
い
る
。

今
、
こ
の
人
材
流
出
に
よ

る
人
手
不
足
は
、
修
学
旅
行

の
実
施
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。

ま
ず
、
貸
し
切
り
観
光
バ

ス
の
確
保
の
問
題
。
旅
行
需

要
の
冷
え
込
み
は
貸
し
切
り

観
光
バ
ス
の
稼
働
を
止
め
、

運
転
手
は
物
流
な
ど
に
転

職
。
今
、
運
転
手
不
足
と
い

う
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
バ

ス
は
あ
っ
て
も
走
ら
せ
る
運

転
手
が
い
な
い
と
い
う
状
況

で
あ
り
修
学
旅
行
ピ
ー
ク
時

で
の
バ
ス
確
保
の
困
難
さ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
宿
泊
・
食
事
・
観

光
施
設
な
ど
に
お
け
る
受
け

入
れ
体
制
の
問
題
。
団
体
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
人
手
が

圧
倒
的
に
足
り
て
い
な
い
。

厨
房
も
団
体
食
に
対
応
で
き

な
い
た
め
外
食
、
仕
出
し
な

ど
で
対
応
す
る
な
ど
努
力
は

し
て
い
る
が
受
け
入
れ
体
制

の
質
の
低
下
は
否
め
な
い
。

質
の
低
下
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
引
き
起
こ
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
な
ど
は
間
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
最
も
重

要
な
部
分
で
あ
り
徹
底
し
た

人
材
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。

他
に
も
、
ガ
イ
ド
不
足
、

民
泊
事
業
か
ら
の
撤
退
、
縮

小
な
ど
も
人
手
不
足
に
よ
り

十
分
な
提
供
が
で
き
な
い
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
修
学
旅
行
を
取
り

扱
う
旅
行
会
社
の
人
手
不
足

も
深
刻
で
あ
る
。学
校
訪
問
、

企
画
提
案
、
打
ち
合
わ
せ
か

ら
修
学
旅
行
実
施
時
の
同
行

と
一
貫
し
た
ケ
ア
に
手
が
回

ら
な
い
と
の
実
態
が
聞
こ
え

て
く
る
。

人
手
不
足
解
消
と
人
材
教

育
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

現
在
の
物
価
の
高
騰
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
範
囲
に
広
が
っ

て
い
る
。
当
然
こ
の
高
騰
は

修
学
旅
行
費
用
に
直
結
し
、

従
来
の
修
学
旅
行
が
費
用
面

で
実
施
で
き
な
い
状
況
を
生

み
出
し
て
い
る
。
課
題
①
の

「
人
手
不
足
」
も
影
響
の
一

つ
と
し
て
、
年
度
か
ら
は
、

深
刻
な
運
転
手
不
足
の
解
消

や
さ
ら
な
る
安
全
（
長
距
離

運
転
手
の
労
働
時
間
規
制
）

へ
の
投
資
に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
貸
し
切
り
観
光
バ
ス
の

運
賃
、
料
金
の
見
直
し
も
実

施
さ
れ
る
。

旅
行
費
用
高
騰
の
問
題

は
、
旅
行
業
界
や
受
け
入
れ

機
関
だ
け
の
努
力
で
は
解
決

し
な
い
段
階
に
あ
り
、
国
の

行
政
機
関
や
自
治
体
な
ど
も

関
わ
り
協
働
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
い
か
に
児
童
、

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
効
果
的

な
修
学
旅
行
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
知
恵
を
出
し
合

う
必
要
が
あ
る
。

修
学
旅
行
は
、
学
校
単
独

で
実
施
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の

協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
成
立

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
修
学
旅
行
の
さ
ら
な
る

充
実
、
発
展
の
た
め
、
当
協

会
と
し
て
も
最
善
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
。

全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会

（
岩
瀨
正
司
理
事
長
）
は
７

月

日
、
「
第

回
全
国
修

学
旅
行
研
究
大
会
」
を
東
京

都
内
で
開
き
、
全
国
の
中
学

校
、
高
等
学
校
に
実
施
し
た


年
度
修
学
旅
行
調
査
の
結

果
を
発
表
し
た
。
中
学
校
に

関
す
る
部
分
を
紹
介
す
る
。


年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的

に
拡
大
し
、
各
学
校
で
国
内

旅
行
の
実
施
の
是
非
が
検
討

さ
れ
た
。
し
か
し
、
文
部
科

学
省
は
、
修
学
旅
行
の
重
要

性
を
一
貫
し
て
発
信
。
「
教

育
的
意
義
や
児
童
生
徒
の
心

情
等
に
配
慮
し
、
当
面
の
措

置
と
し
て
取
り
や
め
る
場
合

に
お
い
て
も
、
中
止
で
は
な

く
延
期
扱
い
と
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
な
ど
の
配
慮
を
要

望
し
た
い
」
と
学
校
に
求
め

た
。教

育
現
場
も
何
と
か
修
学

旅
行
を
実
施
で
き
る
よ
う
、

延
期
に
延
期
を
繰
り
返
し
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
を
待
っ
た

が
、
い
く
度
と
な
く
新
た
な

波
に
阻
ま
れ
、
最
終
的
に
修

学
旅
行
を
中
止
す
る
と
い
う

選
択
に
至
っ
た
学
校
が
数
多

く
あ
っ
た
年
だ
っ
た
。

全
国
修
学
旅
行
研
究
協
会

の
調
査
に
よ
る
と
、
中
学
校

で

年
度
に
実
施
さ
れ
た
修

学
旅
行
は
、
公
立
、
私
立
を

合
わ
せ
て
８
５
４
４
校
、
実

施
率

・
４
％
だ
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
前
の
修
学
旅
行
実
施

率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
、
実

施
で
き
な
か
っ
た
学
校
が


％
程
度
あ
っ
た
も
の
の
、


年
度
の
５
６
３
６
校
、
実
施

率

・
０
％
か
ら
大
き
く
回

復
し
た
。

公
立
・
私
立
別
で
見
る
と

公
立
学
校
は
実
施
校
８
１
３

４
校
、
実
施
率

・
１
％
。

前
年
度
は
実
施
校
５
４
３
５

校
、
実
施
率

・
５
％
だ
っ

た
。私

立
学
校
は
実
施
校
４
１

０
校
、
実
施
率

・
７
％
。

前
年
度
は
実
施
校
２
０
１

校
、
実
施
率

・
７
％
だ
っ

た
。
実
施
率
は
公
立
学
校
と

比
べ
て
低
く
、
修
学
旅
行
の

実
施
に
慎
重
な
姿
勢
が
う
か

が
え
る
。

続
い
て
参
加
生
徒
数
に
つ

い
て
見
る
と
、
公
立
、
私
立

を
合
わ
せ
て

万
７
０
４
３

人
、
参
加
率

・
９
％
だ
っ

た
。
前
年
度
は

万
９
０
７

１
人
、参
加
率

・
７
％
で
、

前
年
度
よ
り
も
参
加
率
は
大

き
く
回
復
し
た
。
学
校
の
実

施
率
よ
り
も
生
徒
の
参
加
率

が
低
い
の
は
、
学
校
が
実
施

を
決
め
て
も
家
庭
の
判
断
で

参
加
し
な
か
っ
た
生
徒
が
多

か
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ

る
。公

立
・
私
立
別
で
見
る
と

公
立
学
校
は
参
加
生
徒
数


万
６
３
２
０
人
、
参
加
率


・
６
％
。
前
年
度
は
参
加
生

徒
数

万
１
６
９
８
人
、
参

加
率

・
０
％
だ
っ
た
。

私
立
学
校
は
参
加
生
徒
数

４
万
７
２
３
人
、
参
加
率


・
６
％
。
前
年
度
は
参
加
生

徒
数
１
万
７
３
７
３
人
、
参

加
率

・
２
％
だ
っ
た
。
実

施
校
数
の
傾
向
と
同
様
、
私

立
学
校
は
公
立
学
校
よ
り
も

参
加
率
が
低
い
。

同
協
会
は
「
コ
ロ
ナ
禍
１

年
間
の
経
験
を
基
に
学
校
な

ど
が
修
学
旅
行
の
実
施
に
向

け
て
動
き
だ
し
、
修
学
旅
行

の
実
施
率
は
飛
躍
的
に
回
復

し
た
。
学
校
、
家
庭
を
中
心

に
修
学
旅
行
に
関
わ
る
す
べ

て
の
人
た
ち
の
思
い
や
努

力
、
工
夫
に
よ
っ
て
大
き
く

前
進
し
た
も
の
で
あ
り
、
日

本
独
自
の
文
化
と
し
て
根
付

い
て
い
る
修
学
旅
行
の
重
要

性
や
意
義
を
再
確
認
で
き
る

結
果
で
あ
っ
た
」
と
語
る
。

旅
行
方
面
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
前
の

年
度
は
、
京

都
・
奈
良
を
中
心
と
す
る
近

畿
と
、
東
京
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
の
関
東

の
２
方
面
に
集
中
し
て
い

た
。

年
度
は
。
人
気
の
近

畿
、
関
東
は
、
人
が
多
く
集

ま
る
と
こ
ろ
を
回
避
し
た
い

な
ど
の
理
由
か
ら
激
減
。
ほ

か
の
地
域
は
、
地
元
や
隣
県

か
ら
の
修
学
旅
行
が
増
え
て

ほ
ぼ
増
加
。
特
に
北
海
道
や

九
州
は
そ
の
傾
向
が
強
か
っ

た
。
沖
縄
は
他
県
か
ら
の
修

学
旅
行
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、

県
内
の
み
の
学
校
と
な
っ
た

た
め
、
大
き
く
減
少
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
修
学
旅
行

で
あ
り
、

年
度
と
同
様
、

移
動
時
間
の
短
縮
、
旅
行
期

間
の
短
縮
、
移
動
手
段
の
選

定
な
ど
に
よ
っ
て
３
密
回
避

が
重
視
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
に

行
わ
れ
て
い
た
旅
行
方
面
と

は
大
き
く
変
わ
っ
た
。




